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１１１１    各委員の検証結果集計で、【Ⅱ各委員の検証結果集計で、【Ⅱ各委員の検証結果集計で、【Ⅱ各委員の検証結果集計で、【Ⅱ３３３３名：Ⅲ名：Ⅲ名：Ⅲ名：Ⅲ３３３３名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項（（（（３３３３項目）項目）項目）項目）    

 

※実施状況欄の下部に、「※」で理由を記載。 

                                                ※メモ欄の【】内に、第１回目の資料３－１のページ番号を記載。 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

（２） 教育内容等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア  学部教育 

 （ウ） 教育方法に関する具体的方策 
   

ａ－２ 

 

多様な教養科目及び専門教育科目を幅

広く提供するために、他大学との単位互

換制度を継続して行う。 

(a) 教養、特に人文系の講義については、

他の大学との単位互換ができるよう、

選択性の幅を持たせたカリキュラムと

する。 

医学部三葛教育棟において遠隔講義システムを

導入し、単位互換できる機会を広めた。                                              
<医学部> 

    

※※※※単位単位単位単位互換互換互換互換実現実現実現実現に向けたに向けたに向けたに向けた努力努力努力努力。。。。    

※※※※単位互換の機会拡大単位互換の機会拡大単位互換の機会拡大単位互換の機会拡大。。。。 

 

Ⅱ 

 

【P10】 
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第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３ 附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

（５） 病院運営に関する具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ－５ 健全な病院経営を推進するため、前年

度の実績を踏まえ、病床の利用状況や患

者の在院日数等を検証し、効果的な運用

を図るとともに、医療技術の進歩及び医

療制度改革に応じた医業収入を確保する

よう努める。 

(ｲ) 新病院建替え中であるが、平均在院

日数及び病床稼働率については、前年

度実績を確保できるよう、体制づくり

に努める。 

毎月開催する経営委員会で在院日数のチェック

を行うなど在院日数の最適化を図った。 

平均在院日数 １４．５日 （20 年度 １８．２日） 

  病床稼働率   ４９．２％ （20 年度  ５８．２％） 

      <紀北分院> 
※※※※在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働    

率率率率はそれとも関連しているものと考えられます。はそれとも関連しているものと考えられます。はそれとも関連しているものと考えられます。はそれとも関連しているものと考えられます。    

※※※※在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、

建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。 

 

Ⅱ 

 

【P45】 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  １ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(５)   健全な病院経営を推進するため、前年 

度の実績を踏まえ、病床の利用状況や患

者の在院日数等を検証し、効果的な運用

を図るとともに、医療技術の進歩及び医

療制度改革に応じた医業収入を確保す

る。 

イ 新病院建替え中であるが、平均在院日 

数及び病床稼働率については、前年度実 

績を確保できるよう、体制づくりに努め 

る。            （再掲） 

毎月開催する経営委員会で在院日数のチェック

を行うなど在院日数の最適化を図った。 

平均在院日数 １４．５日 （20 年度 １８．２日） 

  病床稼働率   ４９．２％ （20 年度  ５８．２％） 

〈紀北分院〉 

                     （P45  イ－5  (ｲ)  再掲） 

※※※※在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働在院日数が前年度より、約４日短縮しています。稼働

率はそ率はそ率はそ率はそれとも関連しているものと考えられます。れとも関連しているものと考えられます。れとも関連しているものと考えられます。れとも関連しているものと考えられます。    

※※※※在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、在院日数は短縮、病床稼働率は低下しているが、現在、    

建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。建築中でありやむを得ない。    

 

Ⅱ 

 

【P60】 
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２２２２    各委員の検証結果集計で、【Ⅲ３名：Ⅳ３名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ３名：Ⅳ３名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ３名：Ⅳ３名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ３名：Ⅳ３名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項（（（（４４４４項目）項目）項目）項目）    

 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

（２） 研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 研究体制に関する具体的方策    

(イ)   公募により、より優秀な指導的研究者

の確保に努める。 

ｂ 教授の公募について、候補者プレゼン 

テーション等のオープン化や戦略的に 

ノミネート方式を導入する等積極的に 

取り組む。学内研究施設の利用状況を調 

査し、必要な研究環境について検討す 

る。 

 教授選考の過程で、プレゼンテーションはもちろ

ん、従来は公開していなかったインタビューについて

も公開し、選考権者により多くの情報を与え、より良

い人材を獲得できるよう制度を改めた。また、公募実

施と並行して本学から実績のある人物に応募依頼を

行う方式（ノミネーション）を定型化し、幅広い人材を

集めることに成功した。         

 

※※※※より良い人材を獲得するため、教授選考過程におけるより良い人材を獲得するため、教授選考過程におけるより良い人材を獲得するため、教授選考過程におけるより良い人材を獲得するため、教授選考過程における

インタビューの公開。インタビューの公開。インタビューの公開。インタビューの公開。    

※※※※教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、オープンオープンオープンオープン化。化。化。化。    

 

Ⅲ 

 

【P27】 
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第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３ 附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

(３) 地域医療への貢献と医療の実践を達成するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ウ－１ ドクターヘリの運航継続と救命救急セ

ンターの機能強化により、県内の救急医

療の地域間格差の是正に寄与する。 

ドクターヘリの活用により、県内の救急 

病院等と更なる連携の強化を図る。 

救急患者を広域搬送し、早期治療を開始するた

め、ドクターヘリを活用し、迅速に医療機関へ搬送し

た。  21 年度出動件数 387 件 

    （うち病院間搬送 93 件） 

20 年度出動件数 386 件 

    （  同上     99 件）  
    

※※※※ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送。。。。    

※※※※ドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリと救急部と救急部と救急部と救急部におけるにおけるにおけるにおける日常の日常の日常の日常の努力と努力と努力と努力と活躍活躍活躍活躍。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P40】 

 

 

第２ 大学教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ４ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(1)－２ ドクターヘリの運航継続と救命救急セ

ンターの機能強化により、県内の救急医

療の地域間格差の是正に寄与する。 

（再掲） 

ドクターヘリの活用により、県内の救急

病院等と更なる連携の強化を図る。（再掲） 

救急患者を広域搬送し、早期治療を開始するた

め、ドクターヘリを活用し、迅速に医療機関へ搬送し

た。  21 年度出動件数 387 件 

    （うち病院間搬送 93 件） 

20 年度出動件数 386 件 

    （  同上     99 件）  

                      （P40  ウ－1  再掲） 

 

※※※※ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送ドクターヘリの患者搬送。。。。    

※※※※ドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリと救急部と救急部と救急部と救急部におけるにおけるにおけるにおける日常の日常の日常の日常の努力と努力と努力と努力と活躍活躍活躍活躍。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P46】 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

  ３ 人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)－４   公募制を拡大する。 イ 教授の公募について、候補者プレゼン 

テーション等のオープン化や戦略的に

ノミネート方式を導入する等積極的に

取り組む。         （再掲） 

  教授選考の過程で、プレゼンテーションはもちろ

ん、従来は公開していなかったインタビューについて

も公開し、選考権者により多くの情報を与え、よりよ

い人材を獲得できるよう制度を改めた。また、公募実

施と並行して本学から実績のある人物に応募依頼を

行う方式（ノミネーション）を定型化し、幅広い人材を

集めることに成功した。  （P27  (ｲ)  b  再掲） 
 

※※※※教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開。。。。    

※※※※より良い人材を獲得するため、教授選考過程より良い人材を獲得するため、教授選考過程より良い人材を獲得するため、教授選考過程より良い人材を獲得するため、教授選考過程におけるにおけるにおけるにおける

インタビューインタビューインタビューインタビューのののの公開。公開。公開。公開。    

※※※※教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、教授選考過程の透明化、オープンオープンオープンオープン化。化。化。化。    

 

Ⅲ 

 

【P56】 
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３３３３    各委員の検証結果集計で、【Ⅱ４名：Ⅲ２名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項（各委員の検証結果集計で、【Ⅱ４名：Ⅲ２名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項（各委員の検証結果集計で、【Ⅱ４名：Ⅲ２名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項（各委員の検証結果集計で、【Ⅱ４名：Ⅲ２名（Ⅱ→Ⅲ）】であった事項（１１１１項目）項目）項目）項目）    

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

  ３ 人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)－５   平成２２年度までに女性教員の割合を

２０％以上とすることを目指し、育児代 

替教員制度や離職教員の復職制度、学内

託児施設の拡充等、働きやすい環境の整 

備に努める。また、外国人教員について 

も、採用を促進する方策を検討する。 

ウ 育児休業や長期休業（１年以上）から

職場復帰する看護職員を対象に、職場復

帰支援研修を実施できるよう計画的に

準備する。なお、育児休業から復帰した

２０名から復帰時必要と思う研修内容

をアンケート調査し活用する。 

 育児休業から復帰する職員には、すべて個人面

談を行っている。結果、復帰時の職場の選択に活

かしている。育児部分休業や育児時間の取得など

できる支援体制を整えつつある。現在、育児部分

休業を取得している職員は６名、就学前の子供が

いるスタッフは希望があれば、すべて夜勤免除を

実施している。職場復帰時の必要と思う研修内容

については、アンケート調査まで至っていない。 

 

※※※※アンケート調査はしていないが、充分、事前に調査面アンケート調査はしていないが、充分、事前に調査面アンケート調査はしていないが、充分、事前に調査面アンケート調査はしていないが、充分、事前に調査面

接接接接をををを実施。実施。実施。実施。    

※育児部分休業など、裁量労働制※育児部分休業など、裁量労働制※育児部分休業など、裁量労働制※育児部分休業など、裁量労働制のののの導入導入導入導入によるによるによるによる職員の労職員の労職員の労職員の労

働環境働環境働環境働環境へのへのへのへの配慮。配慮。配慮。配慮。    

 

Ⅱ 

 

【P57】 
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４４４４    各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【Ⅲ４名：Ⅳ２名（Ⅲ→Ⅳ）Ⅲ４名：Ⅳ２名（Ⅲ→Ⅳ）Ⅲ４名：Ⅳ２名（Ⅲ→Ⅳ）Ⅲ４名：Ⅳ２名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項】であった事項】であった事項】であった事項（（（（７７７７項目）項目）項目）項目）    

 

第２ 大学教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

（１） 教育の成果に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 学部教育    

(ア)－２ 人間としての在り方や生き方に関する

深い洞察力や理解力を育成するため、カ

リキュラム編成等に工夫を加え、質の高

い医療人を育成する。 

ａ 新たな社会的ニーズに対応した学生

支援プログラム（文部科学省補助事業）

に採択された地域医療マインド育成プ

ログラムを充実する。 

21 年度も実習を継続して実施した。 

 (1 年次)老人福祉施設  29 施設 95 名 

(2 年次)保育所       5 施設 85 名 

(3 年次)障害者福祉施設 4 施設 60 名 

20 年度  老人福祉施設       25 施設 85 名  

保育所               1 施設 60 名 

障害者福祉施設       4 施設 61 名 

<医学部> 

 

※※※※実習参加者増（２０年度２０６名→２１年度２４０実習参加者増（２０年度２０６名→２１年度２４０実習参加者増（２０年度２０６名→２１年度２４０実習参加者増（２０年度２０６名→２１年度２４０

名）名）名）名）。。。。    

※※※※前年同様、継続して成果を上げた前年同様、継続して成果を上げた前年同様、継続して成果を上げた前年同様、継続して成果を上げた。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P1】 

(エ)－２ 国際的視野を持った人材を育成するた

め、海外交流を推進し、学生の異文化理

解と必要な語学力の向上を図る。 

ｂ 海外の大学や研究機関等へ学生・研修

医・教職員を派遣するとともに留学生の

受入れを行い、派遣・受入数の増加を図

る。 

２１年度から、新たに香港中文大学との学生交流

を始めた。                       

（受入） コンケン大学 3 名  香港中文大学 6 名 

山東大学 7 名 

（派遣） 香港中文大学 2 名 上海交通大学 1 名 

山東大学８名 ハーバード大学 3 名 
    

※※※※新たに新たに新たに新たに香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生交流交流交流交流を始めた。を始めた。を始めた。を始めた。    

※※※※学生交流の充実学生交流の充実学生交流の充実学生交流の充実。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P5】 
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（２） 教育内容等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ 大学院教育 

 (エ) 成績評価等の実施に関する具体的方策 
   

ｂ  優れた研究及び専門能力を有する者を

顕彰する。 

 優れた研究及び専門能力を有する者を

選定し、名誉教授会賞に推薦する。 

修士２名・博士６名の応募者があり、大学院委員

会で順位を付し全員を推薦した。 
 

※※※※顕彰努力を顕彰努力を顕彰努力を顕彰努力を評価評価評価評価。。。。    

※※※※応募者（５名増）応募者（５名増）応募者（５名増）応募者（５名増）とととと推薦者（７名）推薦者（７名）推薦者（７名）推薦者（７名）の増加。の増加。の増加。の増加。    

 

Ⅲ 

 

【P16】 

 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

（２） 研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 研究体制に関する具体的方策    

（ウ）  研究の活性化を検討する委員会の設置

など、多くの医療人が研究に参画できる

体制を構築する。 

学内研究助成事業の選考に係るプロジ 

ェクト発表会の開催、審査結果の学内公表

など、研究活動活性化委員会を中心として

透明性の高い選考を行うとともに、研究成

果を広く学内に公表する。 

特定研究助成プロジェクト発表会を開催し、７

件の応募者のプレゼンテーションによる選考を

実施し、４件を採択した。審査結果は学内に公表

した。１９年度採択課題(１件)の成果発表会を実

施した。 

助成総額 １７，５００千円                 

２０年度実績 応募件数９件、うち採択件数３件 

 

※※※※特定研究助成プロジェクト特定研究助成プロジェクト特定研究助成プロジェクト特定研究助成プロジェクトの実施。の実施。の実施。の実施。    

※応募数が２件減少しているが、採択は４件で、１件増※応募数が２件減少しているが、採択は４件で、１件増※応募数が２件減少しているが、採択は４件で、１件増※応募数が２件減少しているが、採択は４件で、１件増

加。成果に期待。加。成果に期待。加。成果に期待。加。成果に期待。    

 

Ⅲ 

 

【P28】 
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エ 研究資金の獲得及び配分に関する具体的方策    

（エ）  萌芽的研究にも資金配分し、プロジェ

クト研究へ発展させることを目指す。 

審査結果の学内公表など透明性の高い 

選考により、若手研究者の応募意欲の向上

を図り、研究助成を行う。 

若手研究支援助成要綱に基づき、科研費で惜し

くも A 評価で落選した若手研究者を対象に公募し、

研究活動活性化委員会による選考で、応募件数１３

件のうち、１３件を採択し、研究助成を行った。審査

結果は、学内で公表した。   
 

※※※※若い人の研究意欲の向上若い人の研究意欲の向上若い人の研究意欲の向上若い人の研究意欲の向上。。。。    

※前年より採択件数が８件増加の１３件、若手研究者に※前年より採択件数が８件増加の１３件、若手研究者に※前年より採択件数が８件増加の１３件、若手研究者に※前年より採択件数が８件増加の１３件、若手研究者に

期待。期待。期待。期待。    

 

Ⅲ 

 

【P29】 

 

 

第２ 大学教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ６ 国際交流に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(３)  教育・研究・医療の向上を図るため学

生、教職員の海外研修を行う。 

海外の大学や研究機関等へ学生・研修

医・教職員を派遣するとともに留学生の受

入れを行い、派遣・受入数の増加を図る。 

               （再掲） 

２１年度から、香港中文大学との学生交流を始め

た。                       

（受入） コンケン大学 3 名  香港中文大学 6 名 

山東大学 7 名 

（派遣） 香港中文大学 2 名 上海交通大学 1 名 

山東大学８名 ハーバード大学 3 名 

（P 5  (ｴ)－2  b  再掲） 
 

※※※※新たに新たに新たに新たに香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生交流交流交流交流を始めた。を始めた。を始めた。を始めた。    

※学生交流の充実※学生交流の充実※学生交流の充実※学生交流の充実。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P51】 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

  ２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(２)   学部教育、大学院教育及び専攻科教育

を充実発展させるため適正な教員の配置

を行う。また、学内の各種の委員会等の

業務の効率化を進め、良好な教育研究環

境の創出を行う。 

学内の各種委員会等の業務内容につい 

て、分析を行い、削減に努める。 

各種委員会のうち、役割を終えたもの及び統合で

きるもの等について廃止を決定した。 

廃止した委員会１１           

 
※※※※永年出来なかった事を、永年出来なかった事を、永年出来なかった事を、永年出来なかった事を、今年度今年度今年度今年度初めて初めて初めて初めて行った。今後、行った。今後、行った。今後、行った。今後、

更なる発展を望む。更なる発展を望む。更なる発展を望む。更なる発展を望む。    

※※※※委員会の廃止は困難もあるが、思い切って１１委員会委員会の廃止は困難もあるが、思い切って１１委員会委員会の廃止は困難もあるが、思い切って１１委員会委員会の廃止は困難もあるが、思い切って１１委員会

を廃止。を廃止。を廃止。を廃止。 

 

Ⅲ 

 

【P55】 
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５５５５    各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【Ⅲ２Ⅲ２Ⅲ２Ⅲ２名：名：名：名：Ⅳ４Ⅳ４Ⅳ４Ⅳ４名（名（名（名（ⅣⅣⅣⅣ→→→→ⅢⅢⅢⅢ）】であった事項）】であった事項）】であった事項）】であった事項（１項目）（１項目）（１項目）（１項目）    

 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３ 附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

（３）地域医療への貢献と医療の実践を達成するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ－５   栄養管理はもとより、患者の病態に応

じた質の高い病院給食を提供する。 

(ｱ) 患者の栄養状態や食習慣を的確に把 

握・評価し、適切な栄養指導を実施する 

ことにより、病状の改善を図る。 

20 年度に指導目標 1,300 件を達成したが、再度

目標を掲げ患者本位に指導を行った。 

 年次個人栄養指導実績  

   ２１年度 １,４０３件 

（２０年度 １,３３０件）         <附属病院> 

     

栄養管理計画書作成時または栄養指導時に、患

者の栄養状態や食習慣等の把握と評価を実施し

た。 

栄養管理計画書作成件数 ２１年度 ３６０件 

                   （２０年度 ３６４件）      

  栄養指導件数          ２１年度 ２４７件 

                    （２０年度 １０５件） 

                      <紀北分院> 

 

※※※※本院本院本院本院は栄養は栄養は栄養は栄養管理計画書が未だ作成されていない。管理計画書が未だ作成されていない。管理計画書が未だ作成されていない。管理計画書が未だ作成されていない。    

※※※※栄養管理計画書栄養管理計画書栄養管理計画書栄養管理計画書についてについてについてについてはははは昨年昨年昨年昨年もももも指摘。指摘。指摘。指摘。    

 

Ⅳ 

 

【P38】 
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６６６６    各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【Ⅱ５Ⅱ５Ⅱ５Ⅱ５名：名：名：名：Ⅲ１Ⅲ１Ⅲ１Ⅲ１名（名（名（名（ⅡⅡⅡⅡ→Ⅲ）】であった事項→Ⅲ）】であった事項→Ⅲ）】であった事項→Ⅲ）】であった事項（（（（６６６６項目）項目）項目）項目）    

 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

（３） 教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 適切な教職員の配置等に関する具体的方策    

(ウ)   学部教育と大学院教育の連携を図り、

M.D.-Ph.D.コース等多様な履修形態を検

討する。 

 M.D.-Ph.D.コース等の多様な履修形態

について、教育研究開発センターカリキュ

ラム検討部会及び大学院整備検討委員会

において検討する。 

多様な履修形態について引き続き他大学の状

況等の情報収集を行った。 

 

※※※※前年同様、前年同様、前年同様、前年同様、情報収集を行った。情報収集を行った。情報収集を行った。情報収集を行った。    

 

Ⅱ 

 

【P18】 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 

(１) 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ 成果の社会への還元に関する具体的方策    

（ア）  医学、保健看護学及び助産学の研究成

果を、地域産業の活性化、健康福祉、公

衆衛生活動に展開させるため、研究成果、

業績等の知的財産を公開するとともに、

本学教員による各種の研修会での講演や

地域活動などを行う。 

ｃ 高等教育機関コンソーシアム和歌山

で実施する公開講座への講師派遣数の

増加を図る。 

コンソーシアム和歌山公開講座に１名の講師派遣

を行った。                  

 
※※※※コンソーシアム和歌山への講師コンソーシアム和歌山への講師コンソーシアム和歌山への講師コンソーシアム和歌山への講師のののの派遣派遣派遣派遣。。。。    

 

Ⅱ 

 

【P26】 

 

 



 13 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３ 附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

(３) 地域医療への貢献と医療の実践を達成するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア－１   高度医療に貢献するため、医師及び

コ・メディカル等の教育研修制度を確立

する。 

(ｳ) 看護師、医師、コ・メディカルが自 

由に自己学習できる e－learning のコ

ンテンツを作成する。 

講師を招き、教材作成について講義を受けた。

外来講師による特別研修を e-learning に載せて

いる。２２年度には看護手順、看護必要度に関す

る教材を作成する予定である。   
 

※※※※eeee----learninglearninglearninglearning コンテンツは出来ていないが、実際面ではコンテンツは出来ていないが、実際面ではコンテンツは出来ていないが、実際面ではコンテンツは出来ていないが、実際面では

行っている。行っている。行っている。行っている。    

 

Ⅱ 

 

【P36】 

 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ４ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(2)－１ 医学、保健看護学及び助産学の研究成

果を、地域産業の活性化、健康福祉、公

衆衛生活動に展開させるため、研究成果、

業績等の知的財産を公開するとともに、

本学教員による各種の研修会での講演や

地域活動などを行う。         （再掲） 

 高等教育機関コンソーシアム和歌山で

実施する公開講座への講師派遣数の増加

を図る。            （再掲） 

 コンソーシアム和歌山公開講座に１名の講師派遣

を行った。              （P26  (ｱ)  c  再掲） 

 

※※※※コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山への講師への講師への講師への講師のののの派遣。派遣。派遣。派遣。    

 

Ⅱ 

 

【P47】 

 

 

 

 

 



 14 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ５ 産官学の連携に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(４) 他大学との単位互換制度及び講義・実

習における提携等を推進し、県内の高等

教育機関との連携の強化を図る。 

イ 高等教育機関コンソーシアム和歌山 

で実施する公開講座への講師派遣数の 

増加を図る。         （再掲） 

コンソーシアム和歌山公開講座に１名の講師派遣

を行った。            （P26  (ｱ)  c  再掲） 

 

※※※※コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山コンソーシアム和歌山への講師への講師への講師への講師のののの派遣。派遣。派遣。派遣。    

 

Ⅱ 

 

【P50】 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  ２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(２)   医療材料、医薬品等の現状を分析し、

購入方法の見直しを図り、経費を削減す

る。 

 前年度の実績を踏まえ、医薬材料の消費

を診療収入比率で０．３ポイント削減す

る。 

医療用材料及び医薬品の価格交渉を行ったが、

医療用材料は診療収入比率が１６．７％と２０年度 

（１５．6％）から１．１ポイントの増。 

医薬品は２０．５％と２０年度（２０．２％）から 

０．３ポイントの増。               
    

※※※※手術件数手術件数手術件数手術件数減少減少減少減少、医療の先進化による医療機器の高騰、医療の先進化による医療機器の高騰、医療の先進化による医療機器の高騰、医療の先進化による医療機器の高騰。。。。    

 

Ⅱ 

 

【P61】 
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７７７７    各委員の検証結果集計で、【Ⅲ５名：Ⅳ１名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ５名：Ⅳ１名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ５名：Ⅳ１名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項各委員の検証結果集計で、【Ⅲ５名：Ⅳ１名（Ⅲ→Ⅳ）】であった事項（（（（６０６０６０６０項目）項目）項目）項目）    

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

（１） 教育の成果に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 学部教育    

ａ １年次の Early Exposure、地域の福

祉施設の実習については施行したが、障

害者施設や保育所、教育協力病院での実

習についてもできるように連携を深め

る。             

2 年次に保育所実習、3 年次に障害者福祉施設

実習を実施しているが、実習施設数（４件）を追加す

るとともに、地域実習を拡充するための調査を行い、

臨床実習における期間を延長した。   <医学部> 
    

※※※※臨床実習における実習病院の増加と期間延長臨床実習における実習病院の増加と期間延長臨床実習における実習病院の増加と期間延長臨床実習における実習病院の増加と期間延長。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P4】 

ｂ 平成１８年度入学生から導入した新

カリキュラムに基づき、臨床実習中に地

域の病院で研修させる。    

 

 

臨床実習において地域実習を増やすための調査

を行い、18 年度入学生から臨床実習における地域

実習病院（１件）を拡充し、期間も全体で 50 週に延

長した。                  <医学部> 

    

※※※※臨床実習における実習病院の増加と期間臨床実習における実習病院の増加と期間臨床実習における実習病院の増加と期間臨床実習における実習病院の増加と期間延長延長延長延長。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P4】 

(エ)－１  学生の社会活動、地域医療への参加を

推進し、地域との交流、医療への学生の

関心を高める。 

ｃ 早期体験実習をはじめとして、段階的

に行う地域での実習を実施する。 

  また、「保健看護管理演習」において

自主的に地域医療を体験できる学習を

推進する。 

地域での実習を段階的に行うとともに、自主的に

行う地域医療体験学習を実施した。 

実習の状況 

１年次 早期体験実習(4 月) 

２年次 統合実習Ⅰ(11 月) 

３年次 地域看護実習Ⅰ・Ⅱ 

(Ⅰ 6 月～7 月、Ⅱ 9 月～12 月) 

３～４年次 地域看護実習Ⅲ(1 月～翌年７月) 

４年次 保健看護管理実習(10 月)、保健看護管理

演習（４月～10 月)           <保健看護学部> 

 

Ⅲ 

 

【P4】 
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※※※※保健看護学部における保健看護学部における保健看護学部における保健看護学部における医療体験実習の充実医療体験実習の充実医療体験実習の充実医療体験実習の充実。。。。 

イ 大学院教育    

(ア)－１ 

 

 

 医学研究科修士課程では、医学・医療

関連の領域で基本となる共通教育科目、

専門性をのばす専門教育科目、修士論文

作成を行う特別研究科目の内容の充実を

図る。 

 

 

 修士論文発表会を次年度発表の修士生

の参考とするため、学内対象にネットで公

開する。 

 早期にホームページにおいて修士論文審査日程

を周知するとともに、20 年度修了生を招き、公開発

表会に向けての心構え等についてのガイダンスを 7

月に実施した。 また、修士生対象に 20 年度発表会

の様子をネットで公開（11 名分）した。 

 
※※※※インターインターインターインターネット公開ネット公開ネット公開ネット公開の実施の実施の実施の実施。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P5】 

(ア)－２ 修士課程では、生命倫理及び医の倫理

観の高揚を図るための講義・研修を行う。 

 

「研究者の倫理」、「遺伝子組換え実験安

全管理」を、大学院共通科目講義として実

施する。 

「研究者の倫理」、「遺伝子組換え実験安全管理」

を大学院共通科目講義として実施した。 
    

※※※※「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義のののの

実施実施実施実施。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P5】 

(イ)－１ 

 

大学院生に分野横断的な知識を修得さ

せ、多くの分野の研究にも対応していけ

る基礎技術を習熟させる。また、医学研

究を行う上で基本的な実験研究方法等の

理論を修得させる。 

多様な領域からの研究手法、解析技術情

報に関する講義を大学院特別講義として

実施する。 

 10 月から学内講師 7名、学外講師 10名による多様

な領域からの研究方法、解析技術情報に関する特 

別講義を実施した。 

 
※※※※研究方法、解析技術等に関する学内外の講師の招聘研究方法、解析技術等に関する学内外の講師の招聘研究方法、解析技術等に関する学内外の講師の招聘研究方法、解析技術等に関する学内外の講師の招聘。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P6】 

ａ「研究者の倫理」、「遺伝子組換え実験

安全管理」を、大学院共通科目講義とし

て実施する。 

「研究者の倫理」、「遺伝子組換え実験安全管理」

を大学院共通科目講義として実施した。 

（P 5  (ｱ)－２ 再掲） 

※※※※「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義「研究者の倫理」「遺伝子組換え実験安全管理」講義のののの

実施実施実施実施。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P6】 

(イ)－３ 

 

 

 

 

 

 

 

生命倫理及び医の倫理観の高揚を図る

ための講義・研修を行う。 

ｂ 実践的な医療看護倫理を含む「ヘルス

ケアエシックス」を共通科目講義として

実施する。 

すべての専門職のわきまえるべきこととして、疫学

研究に関する倫理指針などの遵守に関する講座を

開設し、必修科目として１年次全員（17 名）が履修し

た。 
    

※※※※倫理講座の必修化倫理講座の必修化倫理講座の必修化倫理講座の必修化。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P6】 
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ウ 専攻科教育    

ａ 人間としての在り方や生き方に関す 

る深い洞察力や理解力を育成するため、 

カリキュラムに工夫を加え、質の高い医

療人を育成する。 

 

 

幅広い教養と豊かな人間性を育み、地域の母子

保健の発展向上に寄与するため、「生命倫理」など

の必修科目に加えて、「カウンセリング」などの選択

科目を配置して、専攻科生全員が履修するように指

導した。 

 
※※※※選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P6】 

 

(ア) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 助産に関する高度で専門的かつ総合的

な能力を身につけた人材を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 学生の課題探究能力、問題解決能力、

学問を探究する研究心を育成し、助産学

を中心に幅広い知識及び技術を教授す

る。 

 

 

助産及び母子保健全般に関する高度な知識と優

れた技術を教授するため、「健康教育論」や「助産研

究」などの必修科目に加えて、「健康科学概論」など

の選択科目を配置して、専攻科生全員が履修するよ

うに指導した。 

 

※※※※選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修選択科目を配置して全員が履修。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P6】 

(ウ) 地域医療及び健康福祉の向上に寄与す

る人材を育成する。 

地域医療への参加を促進し、地域との交

流、医療への学生の関心を高める。 

 助産管理実習において開業助産師の地域にお

ける母子保健活動や助産所業務を学ぶなど、地域

医療を実践するカリキュラムを配置し、専攻科生

全員が履修した。                             

  日本助産師会和歌山県支部の研修会や県内周

産期医療を担う医師・助産師が立ち上げた和歌山

県母性衛生学会に学生全員が参加し、地域医療へ

の関心を高めた。   履修者１０名全員 

 

※開業助産師※開業助産師※開業助産師※開業助産師との交流との交流との交流との交流のののの実施実施実施実施。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P7】 
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（２） 教育内容等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 学部教育 

 (ア) 入学者受入れ及び入学者選抜を実現するための具体的方策 
   

ａ－１  入学者受入れ方針の見直し、多様な入

学者選抜を実施するとともに、入学後の

成績・進路等との関連を検証して、入学

者選抜方法に工夫及び改善を重ねる。 

(b) 教育研究開発センター入試制度検討 

部会及び入試・教育センターにおいて、

入学者の成績及び進路についての追跡

調査を行い、選抜方法の評価を行う。 

 入学者の６年間における追跡調査を行い、選抜方

法との関連を明らかにした結果、後期試験の廃止に

つながった。              <医学部> 
    

※※※※入学者の追跡調査により選抜方法との関連を明らかに入学者の追跡調査により選抜方法との関連を明らかに入学者の追跡調査により選抜方法との関連を明らかに入学者の追跡調査により選抜方法との関連を明らかに

した結果、後期試験の廃止につなげた。した結果、後期試験の廃止につなげた。した結果、後期試験の廃止につなげた。した結果、後期試験の廃止につなげた。    

 

Ⅲ 

 

【P7】 

ア 学部教育 

 (イ) 教育理念等に応じた教育課程を編成するための具体的方策 
   

ｂ－２  地域医療に貢献できる医療人を育成す

るため、学外の臨床教授のもとで臨床実

習を行い、クリニカル・クラークシップ

型の臨床教育を充実させる。 

(b) 地域での臨床研修に向けて、研修施 

設との協定、教育スタッフの研修を図

る。 

地域での臨床研修病院の選定、指導医の有無の

調査を行い、２２年度から受け入れ数の増加が可能

となり、院外の教育スタッフの研修も２２年度に行うこ

ととなった。 

また、臨床（教授・准教授・講師）の数を増やして

充実した。   

２１年度 ２８名  （２０年度 ２６名）  <医学部> 
    

※※※※教授、准教授、講師の増員。教授、准教授、講師の増員。教授、准教授、講師の増員。教授、准教授、講師の増員。    

 

Ⅲ 

 

【P9】 

ア 学部教育 

 (ウ) 教育方法に関する具体的方策 
   

ｂ－１  問題設定解決型学習を推進し、自主的 

学習能力を高める。 

(c) 学生の自主的な研究活動、グループ

での学外研修を奨励するため、優秀な自

主企画に対する財政的支援を行う。 

医学部６件、保健看護学部１１件を採択し、各自

主研究等に財政支援を行った。             

（２０年度 医学部 7 保健看護学部 7）  

 

※※※※学生の自主研究等に対する財政支援。学生の自主研究等に対する財政支援。学生の自主研究等に対する財政支援。学生の自主研究等に対する財政支援。    

 

Ⅲ 

 

【P10】 

ｃ－２  人間としての在り方や生き方に関する

深い洞察力や理解力を育成するため、カ

リキュラム編成等に工夫を加え、質の高

(a) 特色ある大学教育支援プログラム

（文部科学省補助事業）に採択された

ケアマインド教育及び新たな社会的

 21 年度も実習を継続して実施した。 

 (1 年次)老人福祉施設    29 施設 95 名 

(2 年次)保育所         5 施設 85 名 

 

Ⅲ 

 

【P11】 
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い医療人を育成する。     （再掲） ニーズに対応した学生支援プログラ

ム（文部科学省補助事業）に採択され

た地域医療マインド育成プログラム

を充実する。        （再掲） 

(3 年次)障害者福祉施設   4 施設 60 名 

20 年度  老人福祉施設          25 施設 85 名 

保育所                 1 施設 60 名 

障害者福祉施設         4 施設 61 名 

   <医学部> 

（P 1 (ｱ)－２  a   再掲）    
    

※※※※外部実習の継続。外部実習の継続。外部実習の継続。外部実習の継続。    

ア 学部教育 

 (エ) 成績評価等の実施に関する具体的方策 
   

ｃ 

 

 成績優秀者を表彰する制度を拡充す

る。 

成績優秀者に表彰を行うとともに、短期

海外派遣制度の導入を引き続き検討する。 

 卒業式において、知事賞１名、学長賞１名を表彰

した。また、希望者を募り選抜を行って短期の海外

派遣を行った。               <保健看護学部> 

    

※知事賞※知事賞※知事賞※知事賞・・・・学長賞学長賞学長賞学長賞の授与の授与の授与の授与、短期海外派遣、短期海外派遣、短期海外派遣、短期海外派遣のののの実施実施実施実施。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P12】 

イ 大学院教育 

 (ア) 入学者受入れ及び入学者選抜を実現するための具体的方策 
   

ａ 

 

 

 

大学院の授業時間については、教育方

法の特例（大学院設置基準第１４条）を

実施し、社会人のために昼夜開講制とし

て、多様な人材を求める。 

また、長期履修制度により修業年限の弾

力化を図る。 

昼夜開講制及び長期履修制度を実施し、

ホームページ等で制度周知のための広報

活動を行う。 

 

昼夜開講制度及び長期履修制度を実施し、ホー

ムページ及びオリエンテーション等で周知した。 
 

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。    

 

Ⅲ 

 

【P13】 

ｂ  医学研究科修士課程では、コ・メディ

カルスタッフ、研究者を目指す者、企業

等において医学・医療関連の研究に従事

する者、医療行政関係者などの経歴を持

つ人材を幅広く受け入れる。 

(a) 医学研究科修士課程では、入学者選抜

に関して社会人の職業経験等も考慮し、

社会人が修士課程においてリカレント

教育を受けやすいようにする。 

 社会人の職業経験２年以上であれば受験資格を

与え、入学できるように配慮した。 
    

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。 

 

Ⅲ 

 

【P14】 
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(b) 試験的 e－learning によるアーカイ

ブファイルを充実させ、受講環境を整え

る。 

遠隔地派遣の院生及び社会人学生のため、共通

科目講義および特別講義をアーカイブ化し、学内

Lan でいつでも受講できる環境を整えた。 

 

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。 

 

Ⅲ 

 

【P14】 

(a) 医学研究科博士課程では、入学時期

の多様化への対応や長期履修制度の適

用とともに、講義開始時間への配慮を

継続して行う。 

 10 月入学を実施することにより、２１年度は１名が

入学した。また、特別講義等の開始時間を午後６時

に設定し、講義を受けやすくした。 
（２０年度 3 名入学） 

    

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。    

 

Ⅲ 

 

【P14】 

(b) 医学研究科博士課程の充足率向上に

向け、大学院整備検討委員会において、

現行制度の見直し及び必要な改善策を

実施する。 

 

入学金の学内・学外区分を廃止し、学外者が入学

しやすい環境を整えた。また、県内及び大阪府南部

の大学等に募集要項を持参し、学生への啓発を依

頼した。 

    

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。 

 

Ⅲ 

 

【P14】 

ｃ  医学研究科博士課程では、従来の医学

部卒業生等に加え、社会人の修士課程修

了者等も入学しやすい環境を整える。 

(c) 外国人の入学を促進するため、英語

版の大学院募集要項を作成し、ホーム

ページに掲載する。 

英語版の募集要項をホームページに掲載し、外

国人の入学を促進した。 

 

※※※※入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。入学者受入に関する全体の努力。 

 

Ⅲ 

 

【P14】 

イ 大学院教育 

 (イ) 教育理念等に応じた教育課程を編成するための具体的方策 
   

ａ－１  医学・医療に直結した課題に取り組み、

研究経験と専門知識・技術を学ばせるカ

リキュラムを編成する。 

医学・医療に直結した課題に取り組み、 

研究経験と専門知識、技術を学ばせるカリ

キュラムを実施する。 

１０月から全国の大学等から選定した講師に、計

画に沿った講義・指導を依頼し実施した。 
 

※※※※広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。    

 

Ⅲ 

 

【P14】 

ａ－２  医学・医療に従事する過程で問題を発

見する能力とその解決方法を企画立案す

る能力を持つ研究者、又は高度専門職業

人を育成するカリキュラムを編成する。 

医学・医療に従事する過程で問題発見能

力とその解決方法の企画立案能力を持つ

研究者、又は高度専門職業人を育成するカ

リキュラムを実施する。 

 実地診療上活躍し、指導的立場にある現役医師

を全国的に選定し、講義・指導を仰いでいる。 

 

※※※※広く教育スタッフを求広く教育スタッフを求広く教育スタッフを求広く教育スタッフを求め、講義・指導している。め、講義・指導している。め、講義・指導している。め、講義・指導している。    

 

Ⅲ 

 

【P14】 
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ｂ－１  医学研究科修士課程では、高度専門職

業人の専門性を高めるため、研究能力の

開発強化を図る。 

医学研究科修士課程では、医学以外の領

域の専門知識を医学研究に活用すること

等により、学術研究の高度化を図り、優れ

た研究者の育成と研究能力の開発強化を

行う。 

 学内外を問わず社会学・一般科学に卓越した実

績を有する講師に指導を依頼した。 
 

※※※※広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。    

 

Ⅲ 

 

【P15】 

ｃ  医学研究科博士課程では、講座・研究

室の枠を越えて、地域医療に貢献できる

よう横断的な知識が修得できるようにカ

リキュラムを編成する。 

特に医学研究科地域医療総合医学専攻に

おいては、各教室間の有機的な連携を促

進し、高度先進的かつ分野横断的な大学

院教育を行い、地域医療に貢献する医療

人の育成を目指す。 

各講座の枠を超えて横断的な知識が修

得できるよう大学院博士課程のカリキュ

ラムを実施する。 

特に医学研究科地域医療総合医学専攻に

おいては、各教室間の連携を緊密に行い、

高度先進的かつ横断的な大学院教育を行

う。 

 共通講義及び特別講義を実施することにより、各

講座の枠を越えた講義を実施した。 
 

※※※※広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。広く教育スタッフを求め、講義・指導している。    

 

Ⅲ 

 

【P15】 

イ 大学院教育 

 (ウ) 教育方法に関する具体的方策 
   

ａ－２   各研究単位の教育研究目標及び研究指

導目標を明確にした「大学院学生要覧」

を作成し、これに基づいた研究指導を推

進する。 

 教育研究目標及び研究指導目標を記載

した「大学院学生要覧」に基づき、研究指

導を行う。 

「大学院学生要覧」を作成し、研究内容等を記載

した。 
 

※※※※研究内容の周知、共有化。研究内容の周知、共有化。研究内容の周知、共有化。研究内容の周知、共有化。    

 

Ⅲ 

 

【P15】 

イ 大学院教育  

(エ) 成績評価等の実施に関する具体的方策 
   

ａ 毎年研究業績集を公表し、社会的評価

を受ける。 

 

 

 

 博士の学位論文内容の要旨及び審査結

果の要旨をホームページにおいて公表す

る。 

学位論文を国会図書館に送付し、本学ホームペ

ージにおいて内容の要旨等を３ヶ月単位で公表し

た。 
 

※※※※国会図書館、ホーム国会図書館、ホーム国会図書館、ホーム国会図書館、ホームページページページページでの活用。での活用。での活用。での活用。    

 

Ⅲ 

 

【P16】 

ウ 専攻科教育    

(ア)  入学者選抜方法の工夫及び改善を図

り、優秀な人材の確保に努める。 

ｂ オープンキャンパスを実施し、参加者 

の助産学への向上心を高めるとともに、 

優秀な人材の確保に努める。 

 オープンキャンパス（７月、対象者１９名）を実施し

た。    

※※※※優秀な人材の確保に努めた。優秀な人材の確保に努めた。優秀な人材の確保に努めた。優秀な人材の確保に努めた。    

 

Ⅲ 

 

【P16】 
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(イ)－２  医療現場での実習の充実を図り、地域

医療等について理解と関心を深めるため

の教育を推進する。 

助産管理実習の内容の充実を図る。  「助産管理実習」では、助産所で宿泊実習を行

い、助産所の役割について学べるようにした。 

 

※※※※開業助産所宿泊実習開業助産所宿泊実習開業助産所宿泊実習開業助産所宿泊実習の実施の実施の実施の実施。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P16】 

 

（３） 教育の実施体制等に関する目標と達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ 教育に必要な設備、図書館、情報ネットワーク等の活用・整備の具体的方策    

(ア)  少人数教育、臨床実習、学生の自主的

学習が円滑に実施できる環境の充実を図

る。 

ａ 学生数の増加に見合った教員の増加 

と環境の整備を図る。 

医学部三葛教育棟、高度医療人育成センターの

設置及び基礎教育棟・実習棟の改修により教育環

境の整備を行った。基礎医学の教員定員は８名増と

なり、新たに２講座の教授選考を行っている。 

                          <医学部> 
※※※※教員定員の増加。教員定員の増加。教員定員の増加。教員定員の増加。    

 

Ⅲ 

 

【P19】 

ウ 教育の質の改善につなげるための具体的方策    

(ア)   教育の質の改善（ＦＤ）に関する学内

組織を再構築し、教員への講習だけでな

く、教育資材の開発を援助する。 

教育プログラムの開発、教育評価のため 

のＦＤをさらに充実する。 

年４回のＦＤを実施した。また、FD 開催について

ホームページで公表するとともに、アンケートを行

い、その結果についてもホームページで公表し、

PDCA サイクルが機能するようにした。 

回数、内容とともに FD の評価についても検証でき

るようになったことから、FD の質の向上につながっ

た。                                 <医学部> 
 

※※※※ホームページで公表するなどホームページで公表するなどホームページで公表するなどホームページで公表するなど、、、、質向上に向け質向上に向け質向上に向け質向上に向けたたたた努力努力努力努力。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P19】 
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(４) 学生への支援に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ウ 留学生支援体制に関する具体的方策    

(ウ)   海外の大学等との学術交流を推進する

とともに、諸外国の大学等との交流協定

を締結する 。 

ｂ 海外の大学との新たな交流協定の締

結を行うなど、交流を推進する。 

新たに香港中文大学との間で学生交流を始め、さ

らに他の大学との交流を深めた。 
    

※※※※新たに新たに新たに新たに香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生交流交流交流交流を始めた。を始めた。を始めた。を始めた。    

 

Ⅲ 

 

【P23】 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ２  研究に関する目標を達成するための措置 

(１) 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 目指すべき研究の方向と研究水準に関する具体的方策    

(ｱ)－２  疾病の原因、診断、予防について医学

及び保健看護学の研究を行い、診療活動

の場において、医療及び保健看護の質の

向上に貢献する。 

英文原著論文の発表を推進する。 英文原著論文総数は横ばい傾向にある。 

 
※※※※近年、約１０％以上伸びで成果が上がっている。近年、約１０％以上伸びで成果が上がっている。近年、約１０％以上伸びで成果が上がっている。近年、約１０％以上伸びで成果が上がっている。    

 

Ⅲ 

 

【P25】 

(ｲ)－１ 創薬、診断及び治療方法などについて

の臨床研究、先端医療の研究を行う。 

 

ｃ 倫理委員会における疫学研究及び臨 

床研究の厳正かつ効率的な審査を目指

し、審査体制の点検・整備を行う。 

２１年度から、外部委員を１名増員し、より質の高 

い審査体制の整備を行った。  

 
※外部委員増員による適正な倫理委員会※外部委員増員による適正な倫理委員会※外部委員増員による適正な倫理委員会※外部委員増員による適正な倫理委員会のののの開催開催開催開催。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P25】 

イ 成果の社会への還元に関する具体的方策    

(ア) 

 

 

 

 

 

 医学、保健看護学及び助産学の研究成

果を、地域産業の活性化、健康福祉、公

衆衛生活動に展開させるため、研究成果、

業績等の知的財産を公開するとともに、

本学教員による各種の研修会での講演や

地域活動などを行う。 

ｂ 「開かれた大学」を目指し、本学教員 

による出前授業の実施を推進する。 

 

県内の学生を対象に、２３回の出前授業を実施し

た。                       
    

※２３回の出前授業※２３回の出前授業※２３回の出前授業※２３回の出前授業実施。実施。実施。実施。    

 

Ⅲ 

 

【P26】 
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(イ) 寄附講座、受託研究、企業との共同研

究を拡大する。 

寄附講座、受託研究、企業との共同研究

を拡大する。 

寄附講座「みらい医療推進学講座」「循環器画像

動態診断学講座」を新規開設した。 

受託研究、共同研究は、前年度並みであった。 

寄附講座  21 年度 11 件  (20 年度  ６件) 

受託研究  21 年度 24 件  (20 年度 23 件)                 

共同研究  21 年度 5 件   (20 年度  ６件)  

 
※※※※寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座」」」」、、、、「「「「循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断

学講座」の新設学講座」の新設学講座」の新設学講座」の新設。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P27】 

 

 

(２) 研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 研究体制に関する具体的方策    

(イ)  公募により、より優秀な指導的研究者

の確保に努める。 

ａ 前年度を上回る公募を実施するよう、

制度活用の啓発・推進に努める。 

 ホームページ等に公募情報を掲載し、教授の公募

を７件行った。准教授等についても２件の公募を行

い、そのうち１名は公募して採用し、もう１名は選考中

である。   
 

※※※※教授の公募教授の公募教授の公募教授の公募実施。実施。実施。実施。    

 

Ⅲ 

 

【P27】 

エ 研究資金の獲得及び配分に関する具体的方策    

(ア)  研究を推進するための組織を設置し、

競争的研究費の獲得や受託事業等の受入

れによる外部資金の獲得について、毎年

度１０％の増加を図るとともに、学外と

の共同研究を企画・立案する。 

産官学連携推進本部を中心に、ホームペ

ージ等による情報提供、研究内容の紹介を

行い、研究の活性化及び外部資金の導入を

推進する。 

産官学連携推進本部のホームページの変更を行

うとともに、「異業種交流会」を２回、株式会社紀陽銀

行と共催し、企業とのマッチングを促進した。 

 また、２１年度は新たな取り組みとして個別企業と

の研究相談（６件）を行った。 
 

※※※※異異異異業種交流会業種交流会業種交流会業種交流会のののの開催。開催。開催。開催。    

 

Ⅲ 

 

【P29】 
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(オ)  外部資金による新規の研究分野を検討

する。 

外部資金により、新規の研究分野を拡大

する。 

寄附講座「みらい医療推進学講座」「循環器画像

動態診断学講座」を新規開設した。 

受託研究、共同研究は、前年度並みであった。 

寄附講座 21 年度 11 件 （20 年度 ６件） 

受託研究 21 年度 24 件  （20 年度 23 件）                 

共同研究 21 年度 5 件   （20 年度 ６件） 
 

※※※※寄附講座「みらい医療推進寄附講座「みらい医療推進寄附講座「みらい医療推進寄附講座「みらい医療推進学学学学講座講座講座講座」」」」、、、、「「「「循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断

学講座学講座学講座学講座」」」」のののの新設新設新設新設。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P30】 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３  附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

（１） 教育及び研修機能を充実するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(ｱ) 研修医のうちから、本学が提携する

海外の大学附属病院に短期間派遣する

海外研修制度を実施する。 

研修医のうち 5 名をアメリカに短期研修派遣した。                     

 

※※※※研修医研修医研修医研修医５名５名５名５名ののののアメリカ短期アメリカ短期アメリカ短期アメリカ短期派遣派遣派遣派遣の実施の実施の実施の実施。研修。研修。研修。研修のののの充実・充実・充実・充実・

採用の柔軟化。採用の柔軟化。採用の柔軟化。採用の柔軟化。    

 

Ⅲ 

 

【P31】 

イ－１  専門職としての実践能力及び高い総合

診療能力を有する医師の育成を目指し、

卒後臨床研修プログラムの充実を図る。 

(ｲ) 法定研修修了後、専門研修に入るま

での一般研修を充実させる横断的臨床

研修プログラムを実施する。 

 非入局の横断的後期研修医を 1 名採用し、研修

を行った。 
    

※※※※非入局非入局非入局非入局の後期の後期の後期の後期研修医研修医研修医研修医１名１名１名１名採用採用採用採用及び及び及び及び研修研修研修研修のののの充実・採用の充実・採用の充実・採用の充実・採用の

柔軟化柔軟化柔軟化柔軟化。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P31】 

イ－２   卒後臨床研修センターを中心として、

臨床研修協力病院との連携を深めた研修

システムを充実する。 

協力病院の特色ある診療科において臨 

床研修を実施する。 

１７協力病院に延べ 131 名の研修医を派遣し、研

修を行った。                
    

※※※※臨床研修病院１７病院に１３１名の研修医派遣臨床研修病院１７病院に１３１名の研修医派遣臨床研修病院１７病院に１３１名の研修医派遣臨床研修病院１７病院に１３１名の研修医派遣。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P31】 
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エ－1   平成１８年度に地域連携室を設置し、

地域医療機関との診療連携や診療情報の

提供により、地域医療の質の向上に努め

る。 

(ｱ) ａ 地域の医療機関との緊密な病・病 

診連携を推進し、それぞれの機能に応じ

た役割分担を行い、スムーズな退院支

援、転院支援を行うため、「地域医療連

携和歌山ネットワーク」の構築を推進す

る。 

12 月に「地域医療連携わかやまネットワーク」研修

会を開催し、地域連携における課題と連携のあり方

について検討を行い、その上で地域連携実務担当

者のネットワークを構築した。 

47 医療機関 78 名参加 

 
※※※※スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P33】 

 

 

(３) 地域医療への貢献と医療の実践を達成するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ－６   平成１８年度に地域連携室を設置し、

地域の医療機関との連携を推進するとと

もに相談員を配置し「患者相談窓口」機

能の充実を図る。 

(ｱ)ａ 地域の医療機関との緊密な病・病

診連携を推進し、それぞれの機能に応

じた役割分担を行い、スムーズな退院

支援、転院支援を行うため、「地域医

療連携和歌山ネットワーク」の構築を

推進する。        （再掲） 

12 月に「地域医療連携わかやまネットワーク」研修

会を開催し、地域連携における課題と連携のあり方

について検討を行い、その上で地域連携実務担当

者のネットワークを構築した。 

地域連携担当者との相互理解及び連携を強化

し、今後、円滑な地域医療連携を推進することがで

きる。  47 医療機関 78 名参加 

（P33  エ－1  (ｱ) ａ  再掲） 

 

※※※※スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援スムーズな退院、転院の支援。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P39】 
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(４)  医療安全体制の充実に関する具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア   医師、看護師、薬剤師等、医療スタッ

フの配置により医療安全推進部の体制強

化を図る。 

医療安全推進部の体制強化のため、医 

師、看護師、コ・メディカルとの連携の強 

化を図る。 

事例に関する改善策について各部署の協力と

連携を推進した。 

インシデントからの改善策として他部門と連

携して、以下の取組を行った。 

・ストッパー付き床頭台の一斉更新 

（5年契約で 700台） 

・ 6階～12階の浴室段差の改修（特別室を除く） 

・ 職員専用通用口の設置（5月） 

 

※※※※ストッパー付き床頭台７００台更新ストッパー付き床頭台７００台更新ストッパー付き床頭台７００台更新ストッパー付き床頭台７００台更新とととと浴室段差の改修浴室段差の改修浴室段差の改修浴室段差の改修

の実施。の実施。の実施。の実施。    

 

Ⅲ 

 

【P40】 

 

 

(５) 病院運営に関する具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ－１ 平成２０年度末までに病院経営をより

効率的に進めるための機能的な組織体制

を整備する。 

(ｱ) 未収金対策のための専任職員により、 

督促、調査、徴収等を行う。 

  また、長期滞納者に対しては、法的手 

段を講じるとともに、督促業務の外部委 

託により、徴収体制の強化を図る。 

 未収金対策専任職員 2 名を配置し、夜間・休日の

督促、徴収を実施した。 

 19 年 9 月から債権回収会社に督促業務を委託し

ており、２１年度も新たな債権を委託した。 

３月末現在 

未収金額 

 114,993 千円（対前年同月増減率△18.6%) 

 サービサー回収実績（3 月末） 

     委託額 79,902 千円 

     回収額 5,715 千円 

    回収率 7.18% 
 

※※※※未収金対策専任職員未収金対策専任職員未収金対策専任職員未収金対策専任職員の配置。の配置。の配置。の配置。未収金前年比１８．０％未収金前年比１８．０％未収金前年比１８．０％未収金前年比１８．０％    

減及び５７１万円余回収減及び５７１万円余回収減及び５７１万円余回収減及び５７１万円余回収。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P43】 
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第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ４ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(2)－２ 寄附講座、受託研究、企業との共同研

究を拡大する。       （再掲） 

 寄附講座、受託研究、企業との共同研究

を拡大する。          （再掲） 

寄附講座「みらい医療推進学講座」「循環器画像

動態診断学講座」を新規開設した。 

受託研究、共同研究は、前年度並みであった。 

寄附講座  21 年度 11 件  (20 年度  ６件) 

受託研究  21 年度 24 件  (20 年度 23 件)                 

共同研究  21 年度 5 件    (20 年度  ６件)  

（P27  (ｲ)  再掲） 

 

※※※※寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座寄附講座「みらい医療推進学講座」」」」、、、、「「「「循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断循環器画像診断

学講座学講座学講座学講座」」」」の新設の新設の新設の新設。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P48】 

(4)－２ 県内の小・中・高等学校等との連携を

推進し、教育活動や健康増進のための保

健活動等を行う。 

「開かれた大学」を目指し、本学教員に

よる出前授業の実施を推進する。 （再掲） 

県内の学生を対象に、２３回の出前授業を実施し

た。                （P26  (ｱ)  ｂ  再掲） 

 

※※※※２３回の出前授業２３回の出前授業２３回の出前授業２３回の出前授業実施。実施。実施。実施。    

 

Ⅲ 

 

【P49】 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ６ 国際交流に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(4)   海外の大学等との学術交流を推進する

とともに、諸外国の大学等との交流協定

を締結する 。        （再掲） 

海外の大学との新たな交流協定の締結を

行うなど、交流を推進する。  （再掲） 

新たに香港中文大学との間で学生交流を始め、さ

らに他の大学との交流を深めた。 

（P23  (ｳ)  b  再掲） 
    

※※※※新たに新たに新たに新たに香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生香港中文大学との学生交流交流交流交流を始めたを始めたを始めたを始めた。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P52】 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

  ３ 人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)－４   公募制を拡大する。 ア 前年度を上回る公募を実施するよう、

制度活用の啓発・推進に努める。（再掲） 

 ホームページ等に公募情報を掲載し、教授の公募

を７件行った。准教授等についても２件の公募を行

い、そのうち１名は公募して採用し、もう１名は選考中

である。                  (P27  (ｲ) a  再掲） 

 

※※※※教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開教授、准教授の公募と選考の公開。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P56】 

(１)－５   平成２２年度までに女性教員の割合を

２０％以上とすることを目指し、育児代

替教員制度や離職教員の復職制度、学内

託児施設の拡充等、働きやすい環境の整

備に努める。また、外国人教員について

も、採用を促進する方策を検討する。 

ア 女性医療人支援センターと連携し、育

児代替教員制度の運用の拡大を図って

いく。 

 ２１年度育児休業を取得した教員１名について代

替教員制度を活用している。現在、産休中の教員に

ついても活用が見込まれる。 

 

※※※※育児休業からの復帰育児休業からの復帰育児休業からの復帰育児休業からの復帰に向けたに向けたに向けたに向けた取組み取組み取組み取組みの実施の実施の実施の実施。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P57】 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１) 効果的かつ効率的な大学運営を行うた

め、事務処理の迅速化及び簡素化を目指

した業務の見直しを行う。 

また、大学運営に必要な情報収集と分

析能力の強化を図るため、企画及び経営

戦略の専門部署を設置する。 

さらに、大学運営に関する専門性の向上

を図るため、専門知識の習得や研修体制

効果的、効率的な大学運営を行うため、 

事務局体制の見直しを行う。 

現行の８課室１９班を再編するとともに、新規に監

査室を設置した。 

病院業務担当の病院課を他課とも再編し、病院課と

経理課の二課体制とした。 

 会計課を総務課と経理課に統合した。 

 
※※※※理事長直轄の監査室の新設理事長直轄の監査室の新設理事長直轄の監査室の新設理事長直轄の監査室の新設。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P58】 
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を確立するとともに、専門職員の導入を

行う。公募制を拡大する。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  １ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)  科学研究費補助金、共同研究、受託研

究、奨学寄附金等外部資金に関する情報

収集、情報提供を行う部署を設けるとと

もに、研究を推進・支援するための具体

的な方策を企画・立案し、外部資金の獲

得について、毎年度１０％の増加を図る。 

 産官学連携推進本部を中心に、ホームペ

ージ等による情報提供、研究内容の紹介を

行い、研究の活性化及び外部資金の導入を

推進する。          （再掲） 

産官学連携推進本部のホームページの変更を行

うとともに、「異業種交流会」を２回、株式会社紀陽銀

行と共催し、企業とのマッチングを促進した。 

 また、２１年度は新たな取り組みとして個別企業と

の研究相談（６件）を行った。  （P29  (ｱ)  再掲） 
    

※異業種交流会※異業種交流会※異業種交流会※異業種交流会の実施。の実施。の実施。の実施。    

 

Ⅲ 

 

【P59】 

 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  ２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)  経営状況や管理的経費を分析し、管理

的経費の年間１％削減を目指す。また、

適正な業務実績の評価に基づき、人や資

金を効率的に配分し、学内の資源を有効

に活用する。 

イ 電気、ガスの使用量については年間

１％のエネルギー（電気、熱の使用量）

の削減に努める。 

 空調設備の効率的な運用、照明の不要箇所の消

灯等を徹底し、省エネに努めた。  

 

※※※※前年は前年は前年は前年は４％４％４％４％、今年は９％、今年は９％、今年は９％、今年は９％削減削減削減削減。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P61】 
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(４)  経費節減のため、教職員への意識啓発

を行う。 

管理経費削減に伴い、教職員が経営観念 

をもって経費の削減に努めるよう、より一

層の意識啓発を行う。 

会議の折、教職員に対し経費節減の必要性を訴

え、光熱水費、カラーコピー経費の節減に向けた取

組を実施した。            <保健看護学部> 

 

節水、ｴﾚﾍﾞｰﾀ使用自粛、不用な照明の消灯を啓

発するポスター掲示及び照明の間引き等を行い、管

理費削減への意識啓発を行った。 <施設管理課> 

 

月 1 度の経営委員会において、リアルタイムの分

院収支状況を報告し、全職員への経営観念啓蒙に

努めた。 

対前年比                          

受託検診    ３０２．５％ 

栄養指導件数 ２３５．２％ 

褥瘡管理加算 ３５９．３％         <紀北分院> 
    

※※※※職員の経営観念の向上職員の経営観念の向上職員の経営観念の向上職員の経営観念の向上。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P62】 

 

 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価並びに当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置 

  ２ 情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(１)－１   広報誌、ホームページ等の点検や見直

しを行うなど、県民等にわかりやすい広

報のあり方を検討するとともに、学内外

へ積極的に情報を提供する。 

ア ホームページの充実を図り、積極的な 

情報提供を行う。 

 

 ホームページを更新した。更新回数 ８０８回 

 （２０年度 ４４１回） 

    

※※※※更新回数が倍増。（前年比＋３６７件）更新回数が倍増。（前年比＋３６７件）更新回数が倍増。（前年比＋３６７件）更新回数が倍増。（前年比＋３６７件）    

 

Ⅲ 

 

【P64】 

(２) 個人情報の取扱いについては、和歌山

県個人情報保護条例に基づき、適切な文

書管理及びデータベース管理に必要な措

置を講じる。 

県の個人情報保護条例の実施機関とし

て、学生、患者、教職員等の個人情報の取

扱いについての規程に基づき、適切な管理

を行うよう周知徹底する。 

個人情報の取扱いについて、適切な管理を行うよ

う周知した。  

  
※※※※前年に比し増加、施設整備の有前年に比し増加、施設整備の有前年に比し増加、施設整備の有前年に比し増加、施設整備の有効活用に寄与効活用に寄与効活用に寄与効活用に寄与。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P65】 
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第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 

１ 施設及び設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(２)   既存の施設及び設備の利用・整備状況

を調査点検し、共同利用や産官学民連携

による利用などの有効活用を図るととも

に、適正な維持管理を行う。 

施設設備の有効活用を促進するため、ホ

ームページ、広報誌等で施設の利用拡大に

向けたＰＲを行う。 

ホームページの適時の更新を行うとともに、広報

誌「紀北分院通信」を毎月発行した。ＪＡ紀北川上の

広報誌へタイムリーな話題を毎月提供した。さらに、

「紀北健康出前講座」を開催してＰＲを行った。 

「紀北分院通信」発送先   

  保険医療機関等  225 箇所 

        （20 年度 207 箇所） 

「紀北健康出前講座」の開催 １8 回（20 年度１３回）  

（参考）ＪＡ紀北川上広報誌発行部数  １７，７００部  
    

※※※※広報活動、出前講座に対する努力。広報活動、出前講座に対する努力。広報活動、出前講座に対する努力。広報活動、出前講座に対する努力。    

 

Ⅲ 

 

【P67】 

 

 

第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 

３ 基本的人権の尊重に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(６)   研究や医療行為については、国際基準

や国の倫理指針に準拠して実施されるよ

う、教職員の啓発を行うとともに、倫理

に関する審査体制を点検し、継続的に充

実を図る。 

倫理委員会における疫学研究及び臨床

研究の厳正かつ効率的な審査を目指し、審

査体制の点検・整備を行う。  （再掲） 

２１年度から、外部委員を１名増員し、より質の高

い審査体制の整備を行った。   

（P25  (ｲ)－1  c  再掲） 

   

※※※※外部委員増員による適正な倫理審査会外部委員増員による適正な倫理審査会外部委員増員による適正な倫理審査会外部委員増員による適正な倫理審査会の開催。の開催。の開催。の開催。    

 

Ⅲ 

 

【P70】 
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８８８８    各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【各委員の検証結果集計で、【Ⅲ５Ⅲ５Ⅲ５Ⅲ５名：名：名：名：Ⅱ１Ⅱ１Ⅱ１Ⅱ１名（名（名（名（ⅢⅢⅢⅢ→→→→ⅡⅡⅡⅡ）】であった事項）】であった事項）】であった事項）】であった事項（（（（４４４４項目）項目）項目）項目）    

 

第２ 大学の教育研究等の向上に関する目標を達成するための措置 

  １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

（１） 教育の成果に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ア 学部教育    

(エ)－２  国際的視野を持った人材を育成するた

め、海外交流を推進し、学生の異文化理

解と必要な語学力の向上を図る。 

ａ 国際交流センターの有効活用に努め、

学生・教職員の交流活動の場として利用

の促進を図る。          

留学生向け安全講習会を実施し、学生生活に役

立つ情報の提供を行った。 
    

※※※※安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき

ちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかの検証検証検証検証が不十分が不十分が不十分が不十分。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P5】 

 

 

(４) 学生への支援に関する目標を達成するための措置 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

ウ 留学生支援体制に関する具体的方策    

(イ) 平成１８年度中の国際交流センターの

設置も視野に入れて、外国人研究者、留

学生の受入れ体制、修学支援体制を整備

する。 

国際交流センターの有効活用に努め、学

生・教職員の交流活動の場として利用の促

進を図る。         （再掲） 

留学生向け安全講習会を実施し、学生生活に役

立つ情報の提供を行った。 

（P 5   (ｴ)－2  a  再掲） 
    

※※※※安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき

ちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかの検証検証検証検証が不十分が不十分が不十分が不十分。。。。 

 

Ⅲ 

 

【P23】 
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第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ３  附属病院に関する目標を達成するための措置 

 

(３) 地域医療への貢献と医療の実践を達成するための具体的方策 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

イ－４ 患者個人情報など医療情報セキュリテ

ィ体制の強化を図りながら、診療実績（手

術件数、生存率等）を積極的に公開する。

平成１８年度に地域連携室を設置し、地

域医療機関との診療連携や診療情報の提

供により、地域医療の質の向上に努める。 

(ｱ) がん等の診療実績についてホームペ 

ージで公表するよう取組を進める。 

 ２0 年度のがんの部位別、年齢別等のデータ及び

２１年の疾病別患者数を集積し、公表の準備を進め

た。 

    

※※※※ＤＰＣデータの公表は厚労省でもＤＰＣデータの公表は厚労省でもＤＰＣデータの公表は厚労省でもＤＰＣデータの公表は厚労省でも既に既に既に既に実施。実施。実施。実施。    

 

Ⅲ 

 

【P37】 

 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置 

  ６ 国際交流に関する目標を達成するための措置 

 

中期計画 年度計画 実施状況等 評価 メモ 

(２)   平成１８年度中の国際交流センターの

設置も視野に入れて、外国人研究者、留

学生の受入れ体制、修学支援体制を整備

する。           （再掲） 

国際交流センターの有効活用に努め、学

生・教職員の交流活動の場として利用の促

進を図る。           （再掲） 

留学生向け安全講習会を実施し、学生生活に役

立つ情報の提供を行った。  

（P 5  (ｴ)－2  a  再掲） 

 
※※※※安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき安全講習会が日本語のみで行われ、留学生が内容をき

ちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかのちんと理解したかどうかの検証検証検証検証が不十分が不十分が不十分が不十分。。。。    

 

Ⅲ 

 

【P51】 

 


